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	13:00　開会挨拶　　（井上会長）
	座長　辻村恭憲先生　（新潟大学大学院医歯保健学研究科　摂食嚥下リハビリテーション学分野）
	講師　兼岡麻子先生　（東京大学医学部附属病院リハビリテーション部）
	13:55　講演2　「公立藤田総合病院における摂食嚥下診療
	― 簡便な舌接触補助床（PAP）製作を通じた食支援 ―」
	座長　小貫和佳奈先生（新潟大学医歯学総合病院　摂食嚥下機能回復部）
	講師　鈴木　拓先生  （あさひ歯科医院）
	14:45　企業紹介
	15:15　講演3　「嚥下障害者家族の介護負担―私たちは家族をどのように支援していくべきか」
	座長　吉原　翠先生　（新潟大学大学院医歯保健学研究科　摂食嚥下リハビリテーション学分野）
	講師　中尾真理先生　（名古屋市立大学　リハビリテーション医学分野）
	16:05　講演4　「嚥下調整食の診療報酬収載」
	座長　井上　誠先生　（新潟大学大学院医歯保健学研究科　摂食嚥下リハビリテーション学分野）
	講師　藤谷順子先生　（国立国際医療センター　リハビリテーション科）
	16:55　閉会挨拶　（張替副会長）
	17:15　（希望者）ワンコインカフェ
	＜ご略歴＞
	＜抄録＞
	公立藤田総合病院では，歯科および耳鼻咽喉科を中心に多職種が協働し，嚥下診療を行っています．当科では，摂食嚥下障害患者に有効とされる舌接触補助床（PAP）について，「まず作製してみる」という方針のもと，マウスガード用シートを用いた簡便な製作法を導入しています．本発表では，その製作方法および使用例を提示するとともに，本製作法の導入に伴う運用上の工夫を紹介し，これらの取り組みを通じた食支援における歯科の関わりについて報告します．
	＜ご略歴＞
	＜ご略歴＞
	嚥下調整食が新たに診療報酬上認められたことは，臨床現場にとって大きな前進です．一方，その請求には，研修受講（抄録記載時点で詳細未定）に加え，栄養密度への配慮，ミールラウンド，試食会，カンファレンスなど多面的な対応が必要です．本講演では，その意義を踏まえ，現場でなお克服すべき課題を整理します．
	＜ご略歴＞

